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図‐2 実験装置（ケース 2） 
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1．まえがき 

 

近年，地球温暖化防止や安全性の観点から，自然

エネルギーの活用が注目されている．その中でも，

波エネルギーは活用の可能性を秘めており，古くか

ら利用技術の開発が行われている．特に 1973年の石

油危機以降，世界各国で研究開発が進められ，我が

国でも研究が進められてきたが，大規模な実用化に

は至っていない．しかしながら，四方を海に囲まれ

た我が国には，非常に大きな波エネルギーが来襲し

ており，その利用の可能性は大きい． 

波力発電が実用化しない理由の 1つとして，発電

にかかるコストが高いことが挙げられる．太陽光や

風力を利用した発電に比べ，現時点では発電にかか

るコストが高い．したがって，波エネルギーを利用

するには，太陽光や風力よりも定常的に，効率よく

エネルギーを取り出すことが必要となる． 

本研究では，既存の防波堤前面の重複波に注目し，

その波高を増幅させることによって効率よく波エネ

ルギーを取り出す方法を提案する． 

 

2．実験条件 

 

実験には，長さ 15m，幅 0.6m，高さ 1mの二次元

水槽を用いた．図‐1に実験水路の概要を示す．造波

板から 10.63mの位置に模型堤体（以下，鉛直壁）を

設置し，水深 hは 0.6mとした．入射波高は H=0.05m

とし，周期 Tは 0.8secから 0.2sec ずつ，2.2secまで

変化させた．波高計は容量式波高計を用い，入射波

高と鉛直壁前面の波高を測定した．なお，鉛直壁前

面では，壁面の直近の波高と，そこから沖側に 0.01m

離れた地点での波高を計測した．模型縮尺は 1/20を

想定している． 

本研究では，ケース 1とケース 2の二通りの実験

を行った． 

 

 

（1） ケース 1 

ケース 1では，鉛直壁前面に懸垂板または没水

鉛直板を設置し，その開口部の大きさ Qと，板と

鉛直壁との幅 Bを変化させ，実験を行った．図‐1

に実験水路の概要を示す．BとQは，それぞれ0.2m

もしくは 0.4mに設定し，それらの組み合わせにつ

いて実験を行った．ただし，懸垂板を設置した条

件での，B=0.4m，Q=0.4mの実験は行っていない． 

 

（2） ケース 2 

ケース 2では，鉛直壁前面に円筒を設置し，実

験を行った．実験装置の概要を図‐2に示す．円筒

の内径は 0.1mであり，円筒底面と水槽底面との幅

Gを 0.05m，0.10m，0.15m，0.20mと変化させた．

実験では，円筒内部の水面変動を計測して増幅特

性を検討した． 

 

 

 

 



図‐3 実験結果（懸垂板 B=0.2m，Q=0.2m） 

図‐4 計算結果（B=0.2m，Q=0.4m，b=0.2m，q=0.4m） 

図‐3 実験結果（円筒 G=15cm） 

 

3．実験結果 

（1）ケース 1 

実験の結果，鉛直壁前面に懸垂板を設置した場

合には，長周期の条件で波高が増幅されることが

確認できた．例として，B=0.2m，Q=0.2mの条件で

の実験結果を図‐3に示す．ここで，Hは鉛直壁前

面の波高，H0は入射波高である．一方，没水鉛直

板を設置した場合では，波高は増幅されず，いず

れの条件でも H/H0=2.00程度となった． 

 

 

また，模型堤体前面に懸垂板および没水鉛直板

のいずれかを設置した場合について，選点解法を

用いて数値計算を行った．図‐3に示した条件につ

いて，実験結果と計算結果のグラフを図‐4に示す．

図‐4より，若干の差異はあるものの，波高が増幅

される様子を，数値計算が良好に再現することが

分かる． 

 

 

 

（2）ケース 2 

鉛直壁前面に円筒を設置した場合，懸垂板の場

合と同様に長周期の条件で波高の増幅が確認され

た．また，円筒底面と水槽底面との幅 Gが大きく

なると，増幅のピークが短周期側に移動する傾向

が見られた．例として，G=15cmの場合の実験結果

を図‐5に示す．なお， Hは円筒内の波高を指す． 

 

 

4．結語 

以上，鉛直壁前面に懸垂板および没水鉛直板，

または円筒を設置し，それぞれの構造が波高ぼ増

幅に及ぼす影響を実験により解析した．その結果，

以下の内容を得た． 

・ケース 1の実験では，波高は最大 2.7倍程度増

幅された．波高比が 2.0を超える最大の khの

条件は kh=2.0程度であった． 

・ケース 1の実験は，選点解法により数値解析

が可能である． 

・ケース 2の実験では．波高は最大 7.7倍程度増

幅され，波高比が 2.0を超える最大の khの条

件は kh=1.7 程度であった． 

・ケース 1に比べ，ケース 2の条件の方が，鉛

直壁前面の波高を増幅させることができる． 

したがって，今後はケース 2の円筒の条件につ

いて，内径の大きさが波高に与える影響を実験に

よって確認する．また，円筒内に浮体を浮かべ，

その運動特性を明らかにする． 
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